
年度　授業計画（シラバス）

60 (4) 時間(単位)

通年

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

経済環境の変化について説明できるようになる。

各コマに
おける

授業予定
低成長社会と社会保障の持続可能性

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

労働環境の変化について説明できるようになる。

各コマに
おける

授業予定
正規雇用と非正規雇用、労働関係法規、ワークライフバランス

専門職として非常に重要な科目です。分からない所は遠慮せず質問をしてください。

担 当 教 員 藤村泰王
実務経験と

その関連資格
精神保健福祉士・公認心理師の資格を取得し、精神科心療内科でのケースワーカー
としての勤務経験、就労継続支援B型事業所での勤務経験がある

上記テキスト、配
布レジュメ等

テキストの対象箇所を読
んでおくこと、配布資料
を整理しておくこと

少子高齢化、人口減少社会

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

使用教材

上記テキスト、配
布レジュメ等

授業以外での準備学習
の具体的な内容

テキストの目次、序章に
目を通しておくこと

第
5
回

第
2
回

上記テキスト、配
布レジュメ等

テキストの対象箇所を読
んでおくこと、配布資料
を整理しておくこと

第
3
回

上記テキスト、配
布レジュメ等

テキストの対象箇所を読
んでおくこと、配布資料
を整理しておくこと

内　　　容

人口動態の変化について説明できるようになる。
授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

上記テキスト、配
布レジュメ等

テキストの対象箇所を読
んでおくこと、配布資料
を整理しておくこと

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

社会保障の概念と範囲について説明できるようになる。

2024

専門基礎分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

板書や配布資料を自分なりに清書し、分からないところは教科書やインターネットで調べる。

試験７０％、出席２０％、平常点１０％とします。その他、提出物や理解度チェックなども加味します。

第
4
回

科  目  名

医療心理科

社会保障

科　目　区　分

指定教材　新・社会福祉士養成講座７　社会保障　中央法規出版

①社会保障の概念や対象及びその理念について、社会保障制度の展開過程も含めて理解する。

②現代社会における社会保障制度の役割と意義、取り組むべき課題について理解する。

③社会保障制度の財政について理解する。

④公的保険制度と民間保険制度の関係について理解する。

⑤社会保障制度の体系と概要について理解する。

⑥諸外国における社会保障制度の概要について理解する。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

5校舎9階月曜2限2年 教室名

各コマに
おける

授業予定
社会保障の概念と範囲

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

社会保障の役割と意義について説明できるようになる。

各コマに
おける

授業予定
セーフティネット



講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

医療保険制度の概要について説明できるようになる。①

各コマに
おける

授業予定
制度の目的、対象、給付内容、財源構成

各コマに
おける

授業予定
社会保障と経済

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

社会保険の概念と範囲について説明できるようになる。

各コマに
おける

授業予定
社会保険の概念と範囲

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

公的保険と民間保険の現状について説明できるようになる。

各コマに
おける

授業予定
公的保険と民間保険の主な種類、公的保険と民間保険の違い

第
15
回

上記テキスト、配
布レジュメ等

これまでの復習をしてお
くこと

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

社会保障の対象について説明できるようになる。

各コマに
おける

授業予定

上記テキスト、配
布レジュメ等

授業の
方法 内　　　容

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

社会保障の理念について説明できるようになる。

第
7
回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

各コマに
おける

授業予定

第
6
回

上記テキスト、配
布レジュメ等

テキストの対象箇所を読
んでおくこと、配布資料
を整理しておくこと社会保障の対象

テキストの対象箇所を読
んでおくこと、配布資料
を整理しておくこと社会保障の理念

第
8
回

上記テキスト、配
布レジュメ等

テキストの対象箇所を読
んでおくこと、配布資料
を整理しておくこと

第
9
回

上記テキスト、配
布レジュメ等

テキストの対象箇所を読
んでおくこと、配布資料
を整理しておくこと

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

社会保障制度の展開について説明できるようになる。

各コマに
おける

授業予定
社会保障制度の歴史的変遷

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

社会保障の財源について説明できるようになる。

各コマに
おける

授業予定
一般会計、地方経費、社会保険料、利用者負担、財政調整

第
10
回

上記テキスト、配
布レジュメ等

テキストの対象箇所を読
んでおくこと、配布資料
を整理しておくこと

第
11
回

上記テキスト、配
布レジュメ等

テキストの対象箇所を読
んでおくこと、配布資料
を整理しておくこと

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

社会保障給付費について説明できるようになる。

各コマに
おける

授業予定
内訳、動向

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

国民負担率について説明できるようになる。

各コマに
おける

授業予定
国民負担率

第
14
回

上記テキスト、配
布レジュメ等

テキストの対象箇所を読
んでおくこと、配布資料
を整理しておくこと

第
12
回

上記テキスト、配
布レジュメ等

テキストの対象箇所を読
んでおくこと、配布資料
を整理しておくこと

第
13
回

上記テキスト、配
布レジュメ等

テキストの対象箇所を読
んでおくこと、配布資料
を整理しておくこと

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

社会保障と経済について説明できるようになる。



年度　授業計画（シラバス）

60 (4) 時間(単位)

通年

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

講義

科  目  名 社会保障 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2024

学        科 医療心理科 科　目　区　分 専門基礎分野 授業の方法

試験７０％、出席２０％、平常点１０％とします。その他、提出物や理解度チェックなども加味します。

①社会保障の概念や対象及びその理念について、社会保障制度の展開過程も含めて理解する。

②現代社会における社会保障制度の役割と意義、取り組むべき課題について理解する。

③社会保障制度の財政について理解する。

④公的保険制度と民間保険制度の関係について理解する。

⑤社会保障制度の体系と概要について理解する。

⑥諸外国における社会保障制度の概要について理解する。

担 当 教 員 藤村泰王
実務経験と

その関連資格
精神保健福祉士・公認心理師の資格を取得し、精神科心療内科でのケースワーカー
としての勤務経験、就労継続支援B型事業所での勤務経験がある

対 象 学 年 2年 学期及び曜時限 月曜2限 教室名 5校舎9階

第
16
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

医療保険制度の概要について説明できるようになる。②

上記テキスト、配
布レジュメ等

テキストの対象箇所を読
んでおくこと、配布資料
を整理しておくこと

各コマに
おける

授業予定
公費負担医療

指定教材　新・社会福祉士養成講座７　社会保障　中央法規出版

板書や配布資料を自分なりに清書し、分からないところは教科書やインターネットで調べる。

専門職として非常に重要な科目です。分からない所は遠慮せず質問をしてください。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

各コマに
おける

授業予定
制度の目的、対象

テキストの対象箇所を読
んでおくこと、配布資料
を整理しておくこと

第
17
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護保険制度の概要について説明できるようになる。①

上記テキスト、配
布レジュメ等

テキストの対象箇所を読
んでおくこと、配布資料
を整理しておくこと

各コマに
おける

授業予定
制度の目的、対象

第
19
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

年金保険制度の概要について説明できるようになる。①

上記テキスト、配
布レジュメ等

第
18
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護保険制度の概要について説明できるようになる。②

上記テキスト、配
布レジュメ等

テキストの対象箇所を読
んでおくこと、配布資料
を整理しておくこと

各コマに
おける

授業予定
給付内容、財源編成

各コマに
おける

授業予定
給付内容、財源編成

第
20
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

年金保険制度の概要について説明できるようになる。②

上記テキスト、配
布レジュメ等

テキストの対象箇所を読
んでおくこと、配布資料
を整理しておくこと



上記テキスト、配
布レジュメ等

テキストの対象箇所を読
んでおくこと、配布資料
を整理しておくこと

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

上記テキスト、配
布レジュメ等

テキストの対象箇所を読
んでおくこと、配布資料
を整理しておくこと

各コマに
おける

授業予定
給付内容、財源編成

各コマに
おける

授業予定
制度の目的、対象

第
22
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

労災保険制度と雇用保険制度の概要について説明できるよう
になる。②

第
24
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

生活保護制度の概要について説明できるようになる。②

上記テキスト、配
布レジュメ等

第
23
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

生活保護制度の概要について説明できるようになる。①

上記テキスト、配
布レジュメ等

各コマに
おける

授業予定
給付内容、財源編成

第
21
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

労災保険制度と雇用保険制度の概要について説明できるよう
になる。①

各コマに
おける

授業予定
給付内容、財源編成

各コマに
おける

授業予定
制度の目的、対象

テキストの対象箇所を読
んでおくこと、配布資料
を整理しておくこと

各コマに
おける

授業予定
制度の目的、対象

テキストの対象箇所を読
んでおくこと、配布資料
を整理しておくこと

第
26
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

社会手当制度の概要について説明できるようになる。②

上記テキスト、配
布レジュメ等

第
25
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

社会手当制度の概要について説明できるようになる。①

上記テキスト、配
布レジュメ等

テキストの対象箇所を読
んでおくこと、配布資料
を整理しておくこと

テキストの対象箇所を読
んでおくこと、配布資料
を整理しておくこと

テキストの対象箇所を読
んでおくこと、配布資料
を整理しておくこと

各コマに
おける

授業予定
給付内容、財源編成

各コマに
おける

授業予定
制度の目的、対象

テキストの対象箇所を読
んでおくこと、配布資料
を整理しておくこと

第
28
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

社会福祉制度の概要について説明できるようになる。②

上記テキスト、配
布レジュメ等

第
27
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

社会福祉制度の概要について説明できるようになる。①

上記テキスト、配
布レジュメ等

テキストの対象箇所を読
んでおくこと、配布資料
を整理しておくこと

各コマに
おける

授業予定

高齢化と社会保障の給付規模、社会保障給付費の内訳
ここまでの振り返りと総まとめ

各コマに
おける

授業予定
先進諸国の社会保障制度の歴史と概要

テキストの対象箇所を読
んでおくこと、配布資料
を整理しておくこと

第
30
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

社会保障制度の国際比較について説明できるようになる。
ここまでの振り返りと総まとめができる。

上記テキスト、配
布レジュメ等

第
29
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

諸外国における社会保障制度の概要について説明できるよう
になる。

上記テキスト、配
布レジュメ等


